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昭和51年8月

図頚飾醜附録

菩　想
第22号

版会）は、この偉大な思想家を生んだ青山光子伝で

あり、先年吉永百合子がNHKで3ケ月にわたって

現地ロケをも行ったものの原本でもある。
明治27年、結婚、渡欧後は、ウィーン社交会の花

として活躍、偉大な「パソ・ヨーロッパの母」とな
った青山光子伝は、私の愛読する伝記の一つであり、
広くおすすめする所以で、私の不思議な書縁のエピ
ローグともいえよう。

クーデンホープ伯と鹿島さん
との書縁

近　藤　英　男

「書縁」といった言葉は、私の新造語で、書物を

通じてむすばれた人間関係といった意味あいのもの
で、おそらくどなたもこうした経験がおありのこと
と思われます。

御承知の通り、クーデソホーフ伯は、パソ・ヨー

ロッパ運動の創始者であり、EEL（欧州経済共同
体）の生みの親であり、いくどかノーベル平和賞の
候補者にあげられた方である。伯との枚縁は、その

著「ヨーロッパ三つの魂」（鹿島守之助訳）を通じ
て、スポーツマンシップの源流としての騎士道精神
の源流を明快に分析しておられるのに密喫したとき

からであり、その伯が昭和盛年、NHKと鹿島平和
研究所の招きで来日された折、鹿島会長を通じて11

月4日、京都都ホテルで単独会見をさしていただい
たことに始まるのである。

オーストリアの貴族であり、しかも母は青山光子
という日本人という親近感もあり、1時間にわたっ

て同伯の体育・スポーツ観をうかがうことができた
ことは私の生涯忘れ得ぬよろこびであった。
昭和亜年、創価学会の池田大作氏の招きで再度来

日され、ホテル大倉で再会、その御建康と御活躍を
祝福することができたのであるが、間もなく鹿島氏
から伯の御逝去を知り、痛恨の極みであったが、そ

の鹿島会長も今年御急逝され、まこと感無量である。
御二人の縁は、鹿島氏がベルリソ大使館勤務時代

からであり、第1回鹿島平和賞が、伯にあたえられ
たことは心暖まる美挙であった。

御二人に共通した点は共に哲学・法学博士号を有
する学者であり、更に世界平和を念願とされている
点であり、共に数々の名著が出版されていることは

衆知の通りである。
私も、体育学会で三度にわたって伯の体育思想を

発表させていただき、その偉業をたたえた次第であ

るが、私の部屋には、いまもなお伯からいただいた
サインいりの御慈顔が見守っていてくださるのであ
る。

木村毅の「クーデソホーフ光子伝」（鹿島研究出

紀要印刷余話

永　田　四　郎

本学の紀要はその殆んどが奈良市内のA、B、C
の三社で印刷されてきた。その或る人が、「紀要の
印刷は他の印刷に比べて何倍も手がかかって面倒で

すが、またやり甲斐もあります。会社の印刷技術や
設備を保ってゆくためにも続けてやらしでほしいと

思っています。」といっているが、これが業者の

〝紀要観〝であり、これら業者は毎年熱を入れてく
れた。
毎年そのころになると、大学が指定した日時にこ

れら業者が集まり、まず入札が始まる。

紀要の原稿は大変複雑多様で、入札価格の見括り

もなかなか容易でない。本文の枚数・字数の他に、
特殊文字、記号や、複雑な数学式や表などの含まれ
ぐあい、図や写真の広さと教など、これらを原稿一

枚一枚で調べあげたうえで、価格を算出するのであ
る。従って文科と理科とのページ単価は違うし、著

者ごとにもページ単価は違ってくる。初めのころは
どの業者もそろばんをパチパチはじいて計算してい
たが、最初に小型電子計算機を得意そうに使い始め

たのはA社で、当時はまだあまりなかったので、物
珍しくながめていた。入札にはいっでも時間がかか
り、大学の予算内で落札しない時は再入札したりす

るので、夜更けて九時過ぎまでかかった年もある。
Mさんは見積りの早い人だったが、原稿をノくラパラ

めくっていって、経験、かん、度胸、早々と価格を
出して「もうすんだ」と余裕を見せていたが、それ
でいて他の見積りと大差がないのだから妙である。

紀要印刷では活字の大きさや書体、本文や図表、
写真の配置など体裁に細々と気をっけるが、理科で
はこれに早くから留意していた。これを更に整えよ

うと取りかかったのが第八巻ごろからではないかと
思う。こんなことに詳しいN先生と相談して、日本
学術会議発行誌なら間違いあるまいと、これを手本

として、印刷様式を決めて業者に指示した。ところ
が当時奈良の印刷業者は正式の学術誌の印刷経験が
乏しく、なかなか指示の様に組んでこない。そこで
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業者とも相談して、こちらから印刷工場に出かけ、

植字工さんの傍で直接説明したり相談したりして活

字、図表などを並べていった。活字が無かったり、

思わしい書体の活字が見っからないということで、

紹介状を貰って大阪の活字屋さんに活字買いに行っ

たこともある。そして時どき、分らない所や植字の

ややこしい所などがあると、「来てくれませんか」

と電話がかかり、こちらも出かけていた。こんなこ

とが何年間も放いて、紀要の体裁は次第に整い、数

年前「これで大体できたようだ」と話し、奈良製と

しては上出来の紀要が印刷できるようになった。業

者にとっては難しい学術誌の印刷の手本となり、註

文取りの時の見本として本学の紀要が用いられる様

になった。

植字工の0さんは若い時からこの道に入り、年期

の入った六十才ぐらいの方で、「また紀要の季にな

りましたな」と何年間かおつきあいした。0さんは

ちっちゃいルビ活字を、並べる時に倒れないように

ロでねぶりながらくっつけていたが、これで鉛毒に

侵されないのかなと不思議であった。アメリカに嫁

いだ娘さんの話などをしていた。撥械工のSさんは

親切な人だった。もう校了になっている活版を本刷

機に取りつけて本刷をして、それを持って来て「遠

慮なく活字の悪い所などしるLをつけてください」

といって、悪い所をすべてさし替えたりして直して

くれた。イソクの濃淡まで意見を聞いて整えてくれ

た。

組版で苦労したのはT先生の論文で、これは長い

英文の本文と、大低のページに入れる数多くの図か

らなり、植字工さんがあまり英語に慣れていないの

で区切りが分らないし、図が指定の所になかなかは

いらない。さっぱりはかどらないのに年度末も近く

印刷を急がねばならない。そこでT先生の諒解を得

て、直接組版現場に出かけて、そこで英文を適当に

組み、図版をはめ込みやすいように切断したり、時

には図版にドリルで孔を開けて活字を埋め込んだり

苦心して、何日もかかって仕上げた。お蔭さまで今

見ても良いものが出来たと思っている。それにして

も、よくもあんなことを、と今さら思い出される。

今年の紀要は予算の関係などで、活字印刷や写植

印刷でなく、タイプオフ印刷ということになってい

る。実は、写植印刷の昨年の理科紀要を見て、その

前の一昨年までの活字印刷の紀要に比べて、余りに

も見劣りするのに驚いたのであるが、「タイプオフ

印刷にすると更に見劣りするでしェう」と業者はい

う。大変気がかりなことである。

紀要は大学を代表する大切な表向きの顔である。

間違っていなく読めればよいというのではなく、美し

く、見やすく、品格も持たせたいものである。

二＿車＿

覆　刻　本

赤　井　達　郎

さいきん、近世以前の書物の覆刻がさかんである

ここ数年のうちに本学の図書僧に入ったものだけで
も

日本古典文学館　　　　　ほるぷ出版
天理図書館善本叢書　　　八木書店
東急記念文庫善本叢刊　　汲古書院

岩崎文庫貴重本叢刊　　　図書月販

版本文庫　　　　　　　　国書刊行会
などの叢書類がある。まだまだはしいものは多く、
ことに米山堂の稀書刊行本は是非そろえたいもので

ある。
こうした近世以前の書物の覆刻は、いわゆる豪華

本として売っていこうとする出版社の要求にもよろ
うが、それは単にその時代の雰囲気にふれたいとい
う懐古趣味や愛書趣味によるものだけでなく、文学

や文学史の研究の側からの切実な要求によるもので
もある。それはまだしも研究者の手に入りやすいよ

うに稀書刊行会本のような完全覆刻でなく洋装の写
真版印刷という形をとっていることによってもうか

がわれるところである。
いま、江戸時代の草子類を例にとって覆刻本の効

用を考えてみよう。近世の文学は、毎見開きページ
に絵を入れ、その絵の空白の部分に文書を書きこむ

黄表紙などはもちろん、ほとんどの書物に挿絵がつ
けられており、その絵と文章とは不可分の関係にあ
る。いいかえれば、近世文学の多くは文字だけでは

理解しえない文学なのである。いささか我が国に水
を引くことを許されるなら、中世文学においでも」

物語僧や琵琶法師などによる「芸能的」な語り、絵
巻や掛幅の絵をさししめしながら物語などを語る絵
解法師といった文字以外の部分の理解が要求される

ものだと思う。
文学につけられる絵はいっぱんに挿絵とよばれる

たしかにその通りではあるが、誤解をおそれずにい
うならば、絵巻物の絵は挿絵ではなく、ほんらい絵
に主体があって、その詞書は絵の説明ともいうべき

ものであ久わが国の文学における挿絵は室町時代末
期からあらわれる奈良絵本にはじまる、といってよ

さそうである。ともかく、挿絵は肉筆の奈良絵本か
ら、筆彩版画である円縁本へ、さらに浮世草子、八
文字屋などの劇書、草双紙、読本などその文学に

応じたさまざまな形式・様式をとるものがあらわれ
る。そして、その挿絵は読む側にも、作る側にも、
かなり高い関心がはらわれていたのである。

山東京伝は文化十年（1813）の『双蝶記』の序で
次のようにのべている。
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を たずぬる婿にたとへてみるに、絵は則

顔姿なり、作者は則意気なり、板木彫は紅白粉な

り、摺仕立は嬢入衣装なり、坂元は親里なり、読
んでくださる御方様は婿君なり、代本屋様はお媒

人なり。
絵師・作者・版元などのもつ意味をいいえて妙で

ある。これはひとり京伝に限らず、馬琴は「今

浄瑠璃をもって替るに画工は太夫のことく、作者は

三弦ひきに似たり」といい、三馬も「作者は太夫、
画工は三味線」とのべている。江戸時代における絵
と文は、現代の小説類の挿絵とはまったく異った関

係をもっていたのであり、作者と画工との関係も、
馬琴が北斎と挿絵のことで喧嘩したように、為永春

水が「渓斎主人（浮絵師英泉）と机をならべ」て人
情本を書いたように、きわめて密接な、共著者とで

もいうべき関係をもっていたのである。
読者の側からこれをみると、京伝の読本『優曇華

物語』が喜多武清の挿絵の不出来によってたいへん

不祥であったというように、挿絵の出来、不出来に
敏感に反応している。なお、この失敗にこりた版元

はつぎの京伝の読本には当代の売れっ子絵師豊国を
起用し、酒肉珍菓を贈り、雑戯をみせ、或は酒楼に

のぼることもしばしばであり、作者の京伝もわざわ
ざ豊国のもとへ出向いて挨拶をしている。
文学とのかかわりで挿絵をみてきたが、絵のみの

刷からみても、挿絵は、清長、歌麿、北斎ら浮世絵

師の場合、ほとんど年記をもっ挿絵によってその画
風の変遷をあきらかにすることができ、錦絵の研究
にとっても非常に重要な意味をもつものである。挿

絵は文学書のみの問題ではない。文化三年（18㊦）
京都で刊行されたエッチソグの挿絵を入れる『蘭療
薬解』などの医書。科学書、そのエッチソグの銅版

を腐蝕させるステレキワートル（腐らせ薬）の製法を
図解した北斎の『絵本彩色通』など技術史・科学史

にとってもきわめて貴重な資料である。これらの原
本の入手が、個人はもちろん図書館といえども容易

でないこんにち、さきにのべた覆刻本はたいへん有
効である。

覆刻本といえども稀書刊行会本は、数百万円の高

価をよんでいる。少々高くとも新刊のときそろえて
ほしいものである。

玉櫛笥（クマクシゲ）

難　波　喜　連

たはむれに大伯皇女の心になり

て万葉の古韻に追和す

1

現（ウツツ）にや

夢（イメ）をか見つる

鈴かけぬ　　はゆまつかひの

もたらせし　この報（シラセ）かも
「皇子大津　謀反発覚　賜死　妃皇女山辺

被髪徒銑　奔赴殉焉」
（ミコオホツ　　ミカドカタプケ

アラハレテ　　　ツ　ミナハレマス

ミ　コガミ　メ　　　ヒメ　ミ　コヤマノへ

カ　ミ　ヲオロシ　スアシトナリテ

ハシリユキ　　シヲトモニシキ）ト

今日よりは　　寝ずかなりなむ

裂くるかに　　胸隔（ムナド）さやげる

君をかも　　　大和へやると

さ夜更けて　　露に立ちぬれ

あかときに　　及びし日はも

たくづぬの　　新羅の沙門（ホウシ）

行心（コウジン）の　卜笠（ウラへ）に迷ひ

成りぬがに　　しか言ふ君を

安からず　　　吾は思ひっ

その吾に　　　安寝（ヤスイ）しませと

おはどかに　　笑まLL顔ゆ

杭寛（タグヒ）よき　　君がみ顔の

眉間（マナカヒ）に　　もとなかかりて

努髭（オモカゲ）に　　いまも忘れず

しかれこそ　　夢見るここち

麻糸の　　　　乱るる心かも

神風の

飛ぶ鳥の

頻々（シクシク

奥っ藻の

こもりくの

人うつり

道の上に

君まさば

かむさりて

わびごころ

見まく欲り

あらなくに

ももったふ

鳴く鴨を

見れば－また

池づつみ

天照るや

2

伊勢の国より

明日香にかよふ

）に　かよひ来し道

名張を過ぎて

泊瀬の山ゆ

かはるも知らに

あしび生ふなり

見せましものを

はやも－ひと月

すべもすべなし

吾がする人も

なにしか釆けむ

磐余（イハレ）の池に

君がかたみと

なみだ流るる

なげきてあれば

日はかたぶきつ
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金烏臨西舎　　鼓声催短命
泉路無賓主　此夕誰家向

死にのぞみ　　作りまLL詩（ウタ）
思ひては　　　こころ狂（タブ）るる

荒風（アラシ）吹け

地震（ナヰ）ふるへかし

3

天浮名原漁真人天皇（アメノヌナパラオキマヒト

ノスメロギ）の

いはけなき　　　三の皇子（ヒコミコ）

吾が弟（イpセ）大津皇子

虜（モガ）りする　人すらなくて

耐へなくに　　　　久しかりけむ

移葬（パフリ）して　吾は魂（クマ）ふる

ははそばの　　　　母のみことと

めぐし妃（ミメ）　ともにしあれば

霊（クマ）幸（チハ）へ　弟（イPセ）のみこと

うつそみの　　人にある吾や

明日よりは　＿　ふたかみ山を
いろせと吾が見む

追記

万葉集（巻二）の大乗皇女の詠六首を経にし、拝

読紀と懐風藻とを緑に配したたはむれのつずり織り。

たはむれついでに、上記の懐風藻の大津皇子の詩

を和訳しておきます。

日のひかり

ゆふ告ぐる

いけの面を

ゆふやみに

ひめやかな

ひとの世の

ひとりわれ

あるじなく

死出のみち

にLにかたぷき

つづみのおとは

ながるるごとき

消え入るごとき

つづみ聞くとき

あはれをおもひ

よみぢあゆみき

まれひともなき

ひとりあゆみき

丸木のかけ槍

乾　　　邦　政

早いものでこの書想に直接関与させてもらうよう

になってから1年が過ぎました。いっも無理なお囁

いをするやら、それでなくとも多くの方々から貴重

な時間を割いてのご寄稿に支えられて第22号を数え
ることができるようになりました。かずかずのご厚

意に深く感謝しています。
この書想が図書館報附録として、はじめて皆様方

の前にお目みえしたのは昭和錮年3月のことでしたム

その創刊号の冒頭に発刊のことばとして当時の図書

館長宮田明夫先生が次のような意味のことを述べて

おられます。

図書館報をすこしでも親しみやすいものに、そし

て諸先生と図書館とのささやかな交流の場にしたい。

愛読と協力と投稿とをお願いする。

この書想発刊の趣旨を受継いで私どもは、なんと

かして毎月1回は発行できるようにと努力を重ね、

原稿の足りないときには、定めしご迷惑であろうと

は十分に承知しながらも寄稿をお願いしてまいりま

した。おかげさまで、ときには一度に掲載しきれな

いほどのご寄稿をいただいたこともありましたが、

またときには、どうにも足りなくて苦しい思いをす

ること一再ならずございました。

本四橋のように、ぱく大な工費をかけ、高度の技

術を駆使し、あまつさえ多くの業者の反対までもお

し切ってかける橋、それにはそれの価値があるから

でしょうが、ここでは谷川のせせらぎにかけられた

丸木橋でよろしいのです。かわいくて風情があって

手軽るで、渡るに通行料もいらず、大雨で流された

らまた架ける、これでよろしいのではないでしょう

か。

ご専門にこだわらず、あくまでも気らくなものを

と願っています。ヤッと青眼に構えられたらお読み

になる方でも構えないではいられません。息苦しく

なってまいります。

学会や研究会の質疑応答でなく、円いテーブルを

囲んでの自由な放談雑談でよろしく、またその放談

や雑談の中に、よい意味でいつまでも心の底にほの

ぼのとした暖かみとして残るものが決して少なくあ

りません。これでよろしいのではないでしェうか。

四季折々、また何かのふしぶLに、見ら‾れたこと

感じられたことなどを気らくな気拝で書いてお寄せ

いただく、それでこの書想発刊の趣旨に添うのでは

ないかと思うのです。

どうぞ今後もお変わりなく原稿をお寄せ下さいま

すようお願いいたします。
（附属図書館事務長）

投　稿　歓　迎

教職員のみなさんの原稿を募集しています。
◎　字数1，500字程度




